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平
成
日
年
7
月
4

日
側
、
川
内
町
中
央
公
民
館

で
聞
か
れ
た
第
6

回
重
信
町
川
内
町
合
併
協
議
会

で
来
年
3

月
末
ま
で
に
予
定
さ
れ
て
い
る
重
信
町

と
川
内
町
が
合
併
し
て
誕
生
す
る
新
市
の
名
称
が

「
東
温
市
(
と
う
お
ん
し
)
」
と
な
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た

。

重
信
町
川
内
町
合
併
協
議
会
で
は
、
新
市
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の
名
称
を
4

月
下
旬
か
ら
5

月
末
ま
で
募
集

。

両
町
か
ら
l

，

1
5
0

種
類
、
4

，

9
0
0

件
の

応
募
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

。

合
併
協
議
会
で
は
、
名
称
選
考
の
た
め
の

小
委
員
会
を
設
置
し
、
協
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

小
委
員
会
で
は
、
重
信
・
川
内
地
区
が
地

理
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
名
称
な
ど
の
選
定

基
準
に
基
づ
き
、

8

つ
の
候
補
を
選
定
し
、

合
併
協
議
会
委
員
の
投
票
の
結
果
、

「
東
温
市
」

に
決
定
し
ま
し
た

。

名
称
の
主
な
選
定
理
由
に
つ
い
て
、
「
東
温

市
は
、
歴
史
的
・
地
理
的
・
文
化
的
に
も
意

義
が
あ
り
、
古
く
か
ら
町
民
に
親
し
ま
れ
て

お
り
、
両
町
の
連
帯
と
協
調
を
高
め
、
ぬ
く

も
り
ゃ
あ
た
た
か
さ
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

。

」

と
し
て
い
ま
す

。



東

平
成
日
年

3

月
幻
日

第
l

回
新
市
の
名
称
選
定
小
委
員
会
開
催

募
集
要
領
や
選
定
方
法
な
ど
に
つ
い
て
協
議
が

行
わ
れ
る

。

d

斗A
H
n
A
守
口H

第
2

回
新
市
の
名
称
選
定
小
委
員
会
開
催

協
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
名
称募
集
の
具
体
的
な
方

法
が
協
議
さ
れ
る

。

4

月
初
日

新
市
名
称
の
募
集
開
始

5

月
別
日

新
市
名
称
の
募
集
終
了

6

月
6

日

第
3

回
新
市
の
名
称
選
定
小
委
員
会
開
催

新
市
名
称

募
集
の
応
募
状
況
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
る

。

6

月
間
日

第
4

回
新
市
の
名
称
選
定
小
委
員
会
開
催

選
定
基
準
の
再
確
認
や
応

募
に
対
す
る
有
効

・

無
効
の
判
断
な
ど
を
決
定
す
る

。

6

月
初
日

第
5

回
新
市
の
名
祢
選
定
小
委
員
会
開
催

投
票
に
よ
り
新
市
の
名
称
候
補
と
し
て
8

候
補

を
選
定
す
る
。

7

月
4

日

第
6

四
重
信
町
川
内
町
合
併
協
議
会
開
催

投
票
に
よ
り
新
市
の
名
称
が
、
「
東
温
市
」
に
決

定
す
る
。

@ 広報かわうち 7.25.2003



ぬ
m
g

あなたは「スローフードJ という言葉をご存知ですか?

レンジにかけるだけの冷凍食品、温めるだけのレトルト

食品、お湯を注ぐだけのカッフ麺、スーパーのお弁当やお

惣菜売り場…。 多忙な私たちの救世主ともいうべきファス

トフードの数々ですが、ファストフード全盛の今こそ、あ

らためて食べるということを見つめなおし、地域に根付い

た伝統の家庭料理や食材を守ろうという世界的に広まりつ

つある運動です。 これは、地元で採れた産物を地元で消費

しようという「地産地消j の動きと相まって、今後流行し

そうな兆しを見せています。

人はおいしいものを食べている時は自然と笑みがあふれ

るし、心を聞くようになる…。私たちにとって最も重要だ

けど、見過ごされがちな「食」についてもう一度考えてみ

ませんか。

広報かわうち 7.25. 2003 。



ス
ロ
ー

プ
l

ド
と
聞
い
て
、
単
に

，

ゆ
っ

く
り
食
べ

る
こ
と

“
と
感
じ
る
人
は
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う

。

も

ち
ろ
ん
食
事
を
す
る
時
ぐ
ら
い
は
ゆ
っ
く
り
と
楽
し

み
な
が
ら
昧
わ
う
こ
と
が
理
想
的
で
す

。

し
か
し
、

時
間
に
追
わ
れ
が
ち
な
現
代
人
に
と
っ
て
は
食
事
を

す
る
時
間
ま
で
も
制
約
さ
れ
て
、
つ
い
つ
い
便
利
で

簡
単
な
フ
ァ
ス

ト

ア
ー

ド
の
お
世
話
に
な
り
が
ち
で

す
。

ス
ロ

ー

プ
l

ド
と
は
フ

ァ

ス
ト
ア

ー

ド
そ
の
も
の
を
否

定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
あ
る
世
界
中
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
同
じ
昧
、
同
じ
も
の
と
い
う
考
え
方

へ
の
問
題
提
起
で
す
。

フ

ァ
ス
ト
ア

ー

ド
の
よ
さ
を
認
め

な
が
ら
も
、
土
地
ご
と
の
味
、
郷
土
料
理
、
家
庭
ご
と
の

昧
を
守
ろ
う
、
多
様
な
昧
の
世
界
を
大
切
に

し

よ
う
と
い

う
考
え
方
が
ス
ロ
l

フ
ー
ド

運
動
な
の
で
す

。

私
達
の
食
生
活
は
、
核
家
族

化
や
外
食
産
業
の
発
達
、

冷
凍
食
品
の
進
歩
な
ど
に
よ
っ
て
殴
米

化
が
進
ん
で
い

ま
す

。

そ
う
し
た
中
で
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た

郷
土
料
理
な
ど
の
そ
の

土
地
や
そ
の

家
庭
だ
け
と
い
っ

た
独
自
の

，

昧
z
が
、
日
々
の
食
卓
か
ら
消
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
日
本
の
食

糧
自
給
率
は
低
下
し
、
フ

ァ
ス
ト
ア
ー
ド
の
価
格
競

争

の
過
熱
化
と
比
例
す
る
よ
う
に

子
ど
も
達
の
日
本
食
離

れ
が
進
ん
で
い
ま
す
。

手
ご
ろ
で
手
早
く
安
価
で
食
べ
る
こ
と
の
で
き
る
フ

ァ
ス
ト
ア

ー

ド
は
多
忙
な
現
代
社
会
に
あ
っ
た
食
べ
物

で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
安
易
な
食
生
活
だ
け
が
続
い
て

し
ま
う
と

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
壊
し

、

偏
っ
た
食
事
に

よ
る
生
活
習
慣
病
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
で
す

。

78.4 

将来の日本の食料供給についての考え(%)
:全く不安はない1. 9

あまり不安はない

わからない

27.5 

20.8 

14.2 

13.8 

ト世・年令階級別外食率(%)

1い 9歳 Z

2山歳ご

26.8 30~39歳 Z
糖尿病患者の変化(万人)

1108.6 

1150.5 

1156.5 

1987年

1987年

1987年

23.0 

21.1 

13.4 
40~49歳 E

50~59歳 E

211.5 1 987年
男

女
60歳以上

資料厚生労働省「患者調査J より抜粋

@ 
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の
も
の
で
は
な
く
、
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す

。

要
す
る
に
人
の
身
体
は
、
そ
の
人
の
住
ん
で
い
る
土

地
(
環
境
)
と
密
接
に
関
係
が
あ
る
の
で
、
健
康
を
保

つ
た
め
に
は
、
住
ん
で
い
る
土
地
で
採
れ
た
旬
の
も
の

食
べ
な
さ
い
と
い
う
と
い
う
教
え
な
の
で
す

。

ス
ロ
ー
プ

1

ド
と

近
い
意
昧
で
使
わ
れ
て
い
る

言
葉

に
「
地
産
地
消
(
ち
さ
ん
ち
し
よ
う
こ
が
あ
り
ま
す

。

こ
れ
は

、

地
元
で
生
産

し
た
も
の
を
地

元
で
消
費
し
よ

う
と
い
う
運
動
で
す

。

こ
う
し
た
地
域
と
食
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
そ
の

大
切
さ
が
言
わ
れ
て
き
ま
し
た

。

「
身
土
不
二

(
し
ん

ど
ふ
じ
こ
と
は
、
元
々
仏
教
用
語
で
健
康
に
つ
い
て

説
い
た
言
葉
で
、
「
身
」
と
は
人
の
身
体
、
「
土
」
と
は

そ
の
人
の
住
ん
で
い
る
土
地
の
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い

ま
す
。

「
不二
」
と
は
、
二
つ
に
あ
ら
ず
、
つ
ま
り
別
々

子
ど
も
達
の
食
生
活
を
見
直
す
と
い
う
こ
と
も
ス
ロ

ー
プ

l

ド
の

大
切
な
役
割
で
す

。

今
、
子
ど

も
達
の
食
生
活
は
乱
れ
て
い
ま
す

。

朝
食

は
食
べ
な
い
、
お
や
つ
に
は
お
菓
子
や
フ
ァ
ス
ト
ア
ー

ド
、
夜
は
塾
な
ど
の
時
間
に
合
わ
せ
て
適
当
に
間
食
を

と
る
と
い
っ
た
子
ど
も
達
が
増
え
て
い
る
の
で
す

。

そ
ご
に
は
、
自
分
の
好
き
な
も
の
だ
け
を
食
べ
る
と

い
っ
た
個
食

化
へ
の
傾
向
が
見
ら
れ

「食
べ
る
」
と
い

う
こ
と
へ
の
考
え
方
も
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す

。

ご
く
最
近
ま
で
、
家
庭
の
食
事
は
、

一
家
で
食
卓
を

囲
ん
で
食
べ
る
も
の
で
し
た

。

現
代
の
よ
う
に
冷
凍
食

品
や
電
子
レ
ン
ジ
な
ど

な
か
っ
た
の
で
す

。

子
ど
も
達

は
、
料
理
を
手
伝
う
こ
と
で
食
材
に
触
れ
、
大
人
と
同

じ
も
の
を
食
べ
て
自
然
に
食
生
活
を

学
ん
で
い

っ
た
の

で
す
。

ス
ロ

ー

プ
l

ド
の
目
指
す
も
の
は
、
食
べ
る
と
い
う

こ
と
を
見
つ
め
な
お
し
、
も
っ
と
食
べ
る
こ
と
に
興
昧

を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
す

。

ど
こ
で
も
い
つ
で
も
同

じ
昧
で
な
く
、
自
分
た
ち
の
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
は
こ

ん
な
食
べ
も
の
が
と
れ
、
季
節
に
よ
っ
て
昧
が
違
う
:
・

食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
様
々
な
昧
を
子
ど
も
の
頃
か
ら

実
感
す
る
こ
と
が
私
達
の
生
活
を

豊
か
に
し
て
き
た
の

で
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
達
に
、
地
元
の
安
全
で
安
心
な

も
の
を
食
べ
さ
せ
た
い
:
・

学
校
給
食
の
現
場
で
も
そ
の

取
り
組
み
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す

。

愛
媛
県
で
は
「
地
産
地
消
」
の
県
民
運
動
を
展
開
し

て
お
り
、
学
校
給
食
に
つ
い
て
も
子
ど
も
達
に
安
心
し

て
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
の
で
き
る
地
元
産
の
食
材
の
使

用
を
推
進
し
始
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
個
別
に
地
域
の

農
林
水
産
物
を
学

広報かわうち 7.25.2003 0 



校
給
食
に
供
給
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
の

調
査
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
、
県
内
の
い
く
つ
か

の
学
校
で

は
、
地
元
の
減
農
薬
米
や
有
機
栽
培
さ

れ
た
旬
の
野
菜
を
使
用
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
地

産
地
消
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
で
て
き
ま
し
た

。

川
内
町
で
も
、
町
内

で
採
れ
た
野
菜
を
学
校
給

食
に
取
り
入
れ
る
試
み
が
徐
々
に
始
ま
ろ
う
と
し

て
い
ま
す

。

物
質
的
な
豊
か
さ
を
追
い
求
め
る
あ
ま
り
時
間

に
追
わ
れ
て
い
る
現
代

。

気
付
か
な
い
う
ち
に
人
間
に
と
っ
て
、
も
っ
と

も
大
切
な

「食
べ
る
こ
と
」
が
見
過
さ
れ
て
き
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
食
事
く
ら
い
ゆ
っ
く

り
食
べ
て
ゆ
っ
く
り
昧
わ
い
、
ふ
だ
ん
何
気
な
く

口
に
し
て
い
る
食
べ
物
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
じ

っ
く
り
考
え
る
・
:
。

食
事
を
共
に
す
る
家
族
や
友

人
達
と
の
会
話
を
楽
し
む
・
:

。

食
べ
る
こ
と
に
感

謝
す
る
・
・
・。

食
事
を
大
切
に
す
る
と

い
う
こ
と
は

、

自
分
自
身

を
大
切
に
す
る
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん

。

川内 IU}では子ども達の学校給食のあり方を考

え、より良いものにしていくため PTA や学校
関係者を中心とした学校給食センター運営委員

会を設置しています。 学校給食はただ食べれば
良いというものではなく、大切な食教育の一環
です。 子ども達にとって豊かな人間性や「活き
る力 J を育てる上で大きな意義があるものとい
えるで、しよう 。

6月 11 1:1 、 川 内町給食センターで運営委員会
が聞かれました 。 この日は、愛媛の特産物であ
るみかんを材料にした 「みかんパ ン 」 などの給
食の試食も行われました 。

川 内 IIIJ生活研究協議会は、農村で暮らす良さ
や楽しみを感じながら消費者や子ども達に農業
と食のつながりを知ってもらうため様々な活動
をしている女性19人のグループです。
6月 28 日に行われた “ ジャガイモ掘り m奥松瀬

JI! " というイベントは、あいにくの雨となりま

したが、会場の奥松瀬川公民館はボーイスカウ
トや地元の子ど も達や関係者などでいっぱいに
なりました 。 土まみれになってジャガイモを掘
ったり、とりたてのジャガイモでカレーやお菓
子づくりに挑戦し、 「食べる乙と J を心と体で
実感できる素晴らしい体験になりました。

@ 広報かわうち 7.25.2003



だ
れ
も
が
健
康
で
安
心
し
て

生
き
が
い
を
も
っ
た
生
活
を
送
る

こ
と
の
で
き
る

長
寿
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
、

9

月
日
日
か
ら

れ
日
ま
で
を
「
老
人
週
間
」
と
し
て
老
人
保
健福
祉
の
運
動
が

全

国
的
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

川
内
町
で
は
、
老
人
週
間
の
記
念
行

事
と
し
て
9

月
日
日
(
敬
老
の
日
)
に

中
央
公
民
館
で
恒
例
の
老
人
福
祉
大
会

を
開
催
し
ま
す

。

こ
の
大
会
で
は
、
健
康
優
良
老
人
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
、
金
婚
式
を
迎
え

ら
れ
た
方
な
ど
へ
表
彰
や
記
念
品
の
贈

呈
、
小
・
中
学
校
児
童
生
徒

に
よ
る
敬

老
作
文
の
発
表
、
老
人
の
意
見
発
表
や

様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す

。

老
人
福
祉
大
会
へ
の
出
席
者
の
取
り

ま
と
め
は
老
人
ク
ラ
ブ
に
お
願
い
し
て

い
ま
す
の
で
、
白
歳
以
上
の
老
人
ク
ラ

ブ
に
未
加
入
の
方
で
老
人
福
祉
大
会
へ

出
席
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
地
区
班
長
さ
ん
ま
た
は
、
役
場
福
祉

課
(
加9
6
6

1

2
2
2
3
)
へ
8

月

8

日
ま
で
に
お
申
し
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。
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ま老を 3 に 当 わンをブ でさ婚月ら年方金さ 18 の らをン
す人種)役たれドしの現すれ姻 31 昭 l は婚れ年方今お老ド川
。 福認へ場りる婚て皆在 。 たの日和月、式夫、 1 2 は年慶人婚内
祉 k ご福のご式いさ、 ご届ま 28 1 昭 該乙月 昭度び福式町
大 斗 連祉あ夫、まん民 夫 出で年日和 当夫 3 1 和 、申祉、で
会整絡課 る婦金すの生 婦をに 1 2 か 28 の崎日 1 8 ダし大金は
ヘヲく(方の婚がご児 ~ ま年イ上 会婚
の Ji だ TEL は方式、協 童 〆A fí/，〓 で l ヤげ に式め
ご 2 さ 9 、、に今力委 /(/:'ミ 広三併 に月モまごをで
案手い 6 8 あ該年を員 ArVf 勺~ (ら汐 婚 l ンす招迎た
内呆 。 6 月る当度得 、 可芥料議〈ι1ιd反w、、ヲ t姻回日ド 。 待えく
を婦婚 |川5 いすダて老 ぐdず ν門 r門何勺ザ':v11Liし.
いに姻 2 日はるイ 、人 \LlY弘返1一!(1 届ら式 、ごイ
たは届 2 まおとヤ調ク i札Lニ__"..o c>---ベl 出昭該 心夫ヤ
し 、日 2 でで、心思思、モ査ラ / 、 を和当 カか冶婦 モ

,. t 
11a 

参加者募集!f

寝たきリになる原因の代表は、脳卒中
と転倒による骨折です。これらを予防す

るには、下半身の筋力を落とさないこと

と有酸素運動が必要です。寝たきりにな
らないだけでなく 、 充実した日々を過ご
すためにあなたも「簡単筋卜レ教室j に参
加してみませんか。
問い合わせ先

役場福祉課 (Tel 966-2223) 

広報かわうち 7.25.2003 0 



品急性呼吸器症候群
「重症急性呼吸器症候群J (SARS) と呼ばれる感染症がアジアを中心に世界各地に広がり、

人々の不安が高まりました。 WHO(世界保健機関)は、 SARSの感染が終息したことを宣言し
ましたが、 SARSの実態はいまだに不明な点が多いことも事実です。
SARSは恐い病気ですが、正しい知識を身につけ、冷静に対応することが必要です。

室直RSJ重装だ確認されている地域から帰国された方へ
SARSの潜伏期間は 10 日間程度といわれています。 この間は、念のために以下のような対応をしま
しょう 。
l 家族 ・ 友人を含め、人に会うのは最小限にしましょう 。
2 外出時はマスクを着用しましょう 。
3 発熱、せき 、呼吸困難の症状がひとつでも出たら、必ず保健所に電話で相談し ましょう 。
必要に応じて医療機関を紹介します。

S直H~S流行地域全の渡航について
SARSの流行地域でも、 全面的に渡航が禁止さ れているわけではありませんが、なるべく控えるよ
うにしましょう 。 なお、やむをえず渡航する場合には、次のごとを徹底しましょう 。
1 滞在中は、マスクの着用、うがい、手洗い等の予防措置をとり、できるだけ人ごみを避け ま

しょう 。
2 帰国の際には、確実に検疫を受けましょう 。
3 帰国後は、上記「帰国された方へ」 のところであげている対応をとりましょう 。

圏由歪直感一議圭防について
SARSの感染は、手洗い・うがいなどの一般的な感染予防策でかなり防げますので、日ごろから帰
宅時の手洗い ・ うがいを励行しましょう 。

S1iRSI:関正副目談窓口について
保健所に相談窓口が設置され、 24時間対応しています。 不安なことがある方は、ご相談ください。
また、 SARSに関する最新情報が知りたい方は、愛媛県のホームページでも掲載しています。
最寄りの保健所 : 松山中央保健所 Te194卜1111 Fax93ト8455
※夜間・休日は 090-9770-8582で受け付けています。
愛媛県のHP : http://www.pref.ehime.jp/040hokenhukushi/030healthpro/00002740030421/index.html 
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調
印b
adい
て
⑫
お
現
喜
怒
ず

老
人
医
療
の
受
給
者
で
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
申
請
に
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り
入
院
時
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負
担

金
と
入
院
時
の
食

事
代
の
負
担
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

8

月
4

日

1

8

月
初
日
ま
で
に
役

場
福
祉
課
保
険
係
で

「
限度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
交
付
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

(
※
以
後
の
申
請
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す。
)

-E翠2・~長主唱沼講習以降元町F司;与，191吾1145三~3~1{í)]連主TiEtdi園
、司園田園圃圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・園田園園田園田園・・・・・・・・・・・・・・・F

(平成 14年 10月から)

1 ヵ月の
入院時の負担額 食事代の標準負担額

自己負担隈度額

72 ， 300円+医療
一定以上の所得が 費が361 ， 500円

ある方 を超えた場合は 1 日に780円
(2割負担者) その超えた分の

1%を加算

般 40 ， 200円 1 日に780円

90 日までの
1 日に650円

入院

低所得者
過去 12か同24 ， 600円

住民税 の入院 日 数 1 日に500円
非課税 が90日を超
世帯等 える入院

E 15 ， 000円 1 日に300円

※低所得!とは、世帯主及び世帯員全員が住民税非課税であって、その世
帯の各所得が必要経費・控除(年金の所得は控除額を65万円として計算)
を差し引いたときにO円となる方にあたります。

※低所得 E とは、世帯主及び世帯員全員が住民税非課税である方にあたり
ます。
詳しくは、福祉課保険係 (Te l 966-2223) までお問い合わせく ださい。 ••••••••••••••••••••••••• 
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昨年8月に始まった住墨ネットは、 各市町村の住民塁本台帳のネットワーク化を図り 、 都道府県や
指定情報処理機関において、 住民票の情報のうち4情報 (氏名・笠年月日 ・ 性別 ・ 住所) 、 住民票コード
とこれらの変更情報 ( í本人確認情報j と言います。)を保育することで全国共通の本人確認が司能と
なりました。 これにより、パスポートの申請などの行政機関への申請や届出に住民票の写しが不要と
なったり 、 共済年金の現況届等がなくなるなど、住民の皆さんや行政にメリットが生まれています。

.住民票の写しの広蛾交付.

全国どこの市町村でも自分の住民票の写し(戸籍
の表示を省暗したもの)が取れるようになります。
現在、住民票の写しの交付は 、 住んでいる市町

村でしか受けられません。 住墓ネットを活用して
全国の市町村聞で住民票の情報のやり取りがで
きるようになることにより 、全国どこの市区町村
でも、住民基本台帳力一ド 、運転免許証などを市
区町村の窓口で提示することによって、本人や世
帯の住民票の写し(戸籍表示は省略)の交付が受
けられるようになります。

.転入転出手続きの簡素化.
住民基本台帳力一ドの交{寸を受けている場合、
転出届を郵送で行うことにより、

引越しの手続きで窓口に行くのは転入時 1 回だ
けで済みます。
現在、 弓|越しをする場合には、 まず、住んでいる

市区町村に転出届を行い、転出証明書の交付を受
けた上で、引越し先の市区町村に転入届を行うl必
要があります。
住民基本台帳力一ドの交付を受けている場合は、
確実な本人確認ができるため、一定の事頂を記入
した転出届を郵送で行い、住民基本台帳力 ドを
引越し先の市区町
村の窓口で提示し
て転入届を行うこ
とにより、ヨ|越し
の場合に窓口に行

くのが転入時の 1
回だけで済むよう
になります。

.肴望すれば、住民基本台帳力一ドが交付されます.

住民塁本台帳力一ドは、住民からの申請により町長が交付するIC力一ドで、力一ド内に記録されている
住民票コードにより 、 住民票の写しの広域交付、転入転出手続きの簡素化、法令で住墨ネットの利用を
認められた事務での本人確認に活用できます。住民基本台帳力一ドの交付申請は、 8月25日から役場福
祉課戸籍係で受け付けます。

~川内町における手数料について~
広域交付住民票にかかる手数料 1 枚につき200円
住民塁本台帳力一ド交付手数料 1 枚につき500円
牢これら手数料については、各市区町村において条例で
その額が定められており 、必ずしも同額ではありません。

問い合わせ先 川内町役場福祉課戸籍係(Tel 966-2223) 
住墓ネットに関する情報はインターネットでも公開し
ています(h社P ://VJIMN .soum.go .jp/c-gyousei/daityo/)

⑪ 広報かわうち 7. 25 . 200 3
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所

口
略
歴

北
方
2
2

0
7
1

3

昭
和
叫
年
役
場
入
り
。

総
務

課
長

、

教
育
長
を

歴
任

。

収
入
役
に
就
任
し
た

越
智
涼
子

氏
(
印
歳
)

口口
略 住
歴所

南
方
4
7

昭
和

日
年
役
場
入
り

。

福
祉

館
福
祉
主
事

、

農
業
委
員
会

事
務
局
長
を

歴
任

。

教
育
長
、
が
決
ま
り
ま
し
た

環
境
保
全
審
議
会
を

設
置
し
ま
し
た

6

月

お
日
開
催
の
臨
時
教
育
委

員
会

に
お
い
て
教
育
長
が
任
命
さ
れ
ま
し
た

。

教
育
長
に
就
任
し
た

渡
部

良
温
氏

町
は
、
南
方
の

廃
車
置
場
跡
地
に
産

業
廃
棄
物
が
見
つ
か
っ
た
問
題
を

受
け
、

環
境
保
全
審
議
会
を

設
置
し
、
調
査
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

(日
歳
)

口
住
所

口
略
歴

北
方
3

1

2
8

石
井
東
小
学
校
校
長

、
川
内

中

学
校
校
長
、
温
泉

郡
校
長

会
会
長
を

歴
任

。

岡田雪l 司賢明
愛媛県防衛協会定期総会
議会運営委員会
川内町合併研究会
重信町川内町合併協議会
三恵会設立30周年記念式典
社会福祉協議会理事会
6月定例町議会(第1 日)
議会運営委員会
議員全員協議会

24 総務文教常任委員会
産業建設常任委員会
25 6月定例町議会(最終日)

議会運営委員会
議員全員協議会

29 還暦式
7/ 1 川内町水防協議会
2 国道494号線期成同盟会総会
4 重信町川内町合併協議会
6 公民館交流バレーボール大会
7 直轄砂防事業四園地方整備局要望
8 四国治水期成同盟会総会
10 直轄砂防事業本省要望
11 3道路整備促進期成同盟会

6/13 
16 
17 
20 
21 
22 
23 

塾j白金l白星)目
町13 四国開発幹線自動車道建設期成同盟会

総会 議長
議会運営委員会 議長、運営委員
川内町合併研究会 委員
社会福祉協議会評議員会 評議員
重信町川内町合併協議会市の
名称選定小委員会 委員
重信町川内町合併協議会 委員
三恵会設立30周年記念式典 議長
社会福祉協議会理事会 理事
6月定例町議会(第 1 日) 全議員
議会運営委員会 議長、運営委員
議員全員協議会 全議員

24 総務文教常任委員会 議長、常任委員
産業建設常任委員会 議長、常任委員
25 6月定例町議会(最終日) 全議員

議会運曽委員会 議長、運営委員
議員全員協議会 全議員
霊祭り実行委員会 議長
還暦式 正副議長、総務文教委員長
川内町水防協議会 議長、常任委員長
国道494号線期成同盟会総会 議長
第 1 田町村議会議員研修会 全議員
重信町川内町合併協議会 委員
公民館交流バレーボール大会 議長
直轄砂防事業四園地方整備局要望議長
四国治水期成同盟会総会 議長
直轄砂防事業本省要望 議長
温泉郡議長会 議長

円
。
『/
n
O

ハ
U

旬
l
4
1
1
l

円
/
』

1
1

円
ζ
q
u

円/
』
門/
」
門
/
』

役
場
人
事
異
動

日
町
長
部
局

日
-
農
業
委
員
会
事
務
局
長

…
坂
本

憲

俊
(
税
務
課
主
幹
)

“
.
税
務
課
主
事
補

高
須
賀

祐
美
子
(
教
育
委
員
会

日

.

事
務
局
主
事
補
)
H

H

平
成
十
五
年
七
月

一
日
付
-

M
退
職

日
-
農
業
委
員
会
事
務
局
長

­

H

越

智
涼
子

平
成
十
五
年
六
月

三
十
日
付

日

29 
7/ 1 
2 
3 
4 
6 
7 
8 
10 
11 
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。
。

読
書
感
想
文
を
募
集
し
ま
す

O
部
門
お
よ
び
応
募
資
格

小
学
校
低
学
年
の
部

小
学
校
中
学
年
の
部

小
学
校
高
学
年
の
部

中
学
校
の
部

(
各学
校
を
通
じ
て
応
募
)

一
般
の
部

町
内
在
住
の

一
般
町
民

(高
校
生
・
大
学
生
含
む
)

O
応
募
作
品

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

。

O
応
募
用
紙

4
0
0

字
詰
め
原
稿
用
紙
5

枚
(
小
学
生
は
3

枚
)
以
内

と
し
、
-
行
目
に

「私
の
感

銘
を
受
け
た
本
」
と
書
き
、

次
の
行
に
書
名
、
著
者
名
、

発
行
所
名
を

書
く

。

氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
職
業
も
必
ず

お
書
き
く
だ
さ
い

。

O
締
め
切
り

日
月
刊
日
ま
で
に
川
内
町
中

央
公
民
館
事
務
局
へ
お
送
り

く
だ
さ
い

。

O
発
表
と
表
彰

各
部
門
と
も
入
選
3

点
以
内
、

佳
作
3

点
以
内
と
し
、
広
報

か
わ
う
ち
で
発
表
し
ま
す

。

な
お
、
入
選
、
佳
作
と
も
賞
状

と
記
念
品
を
お
送
り
し
ま
す

。

社
会
保
険
事
務
所
に
よ
る

年
金
相
談
・

集
合
徴
収
の

開
催
に
つ
い
て

松
山
東
社
会
保
険
事
務
所
職

員
に
よ
る
年
金
相
談
・

集
合
徴

収
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す

。

自

分
の
年
金
に
つ
い
て

質
問

や
相
談
を
し
て
み
る
絶
好
の
機

会
で
す
。

ま
た
保
険
料
の
納
め

忘
れ
の
あ
る
方
は
、
そ
の
場
で

納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

。

お
買
い
物
帰
り
に
、
お
仕

事

帰
り
に
、

是
非
お
立
ち

寄
り
下

さ
い
。

O
日
時

7

月
お
日
出
口
時
l
m
時

7

月
幻
日
間
日
時
l
m
時

O
場
所

フ
ジ
グ
ラ
ン

重
信

シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

グ
ラ
ン
モ
ー
ル
特
設
会
場

(重
信
町
野
田
)

:ぅ-:ヲ・

保
険
税
を
納
め
ま
し
ょ
う

皆
さ
ん
が
納
め
た
保
険
税
は
、

国
の
補
助
金
な
ど
と
合
わ
せ
て
、

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
の

医

療
費
の
支
払
を
は
じ
め
、
様
々

な
国
保
の
給
付
に
使
わ
れ
る
大

切
な
財
源
で
す
。

理
由
も
な
く

保
険
税
を

長
期
間
滞
納
す
る
と

次
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
ま

す
の
で

気
を
つ
け
て
下
さ
い

。

①
保
険
証
を
返
し
て
も
ら
い
、

被
保
険
者
資
格
証
明

書
を
交

付
し
ま
す

。

②
国
保
の
給
付
(
高
額
医
療
費

・

出
産
育
児

一
時
金

・

葬
祭
費

な
ど
)
の
全
部
ま
た
は

一
部

が
差
し
止
め
に
な
り
ま
す

。

③
①
②
の
措
置
を
受
け
て
も
納

付
し
な
い
と
き
は
、

差
し
止

め
て
て
い
る
給
付
か
ら
滞
納

分
が
控
除
さ
れ
ま
す

。

④
財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
の

福祉課国保係

.問い合わせ先.

文化 ・ ・ ・ ・ ・教育委員会 (n966-4721) 
年金
国保・老保
赤十字募金. • . 福祉課(n966-2223)
防災行政無線
インターネット商品取引

総務課 (n966-2222)
パソコン回収

• . 健康センター (n966-2191) 
もよおし
・・・・吾育て麦援センター (n966-2080)

教育委員会 (n966-472 1)
福祉館 (n966-3306 )

., 
4 

カ
ワ
ニ
ぼ
う
の
と
い
の
ぼ
り

内
田
麟
太
郎
著
(
文
演
堂

)
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処
分
を
受
け
ま
す

。

国
保
で
は

一
人
ひ
と
り
が
被

保
険
者
で
す
が
、
加
入
は
世
帯

ご
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
世
帯

の
中
に

一
人
で
も
国
保
加
入
者

が
い
れ
ば
、
保
険
税
を
納
め
る

の
は
、
世
帯
主
の
義
務
に
な
り

ま
す

。

も
し
世
帯
主
が
サ
ラ
リ

ー

マ

ン
な
ど
で
、
国
保
加
入

者
で
な

い
場
合
で
も
、
納
付

書
は
世
帯

主
宛
て
に
お
送
り
し
ま
す

。

※
健
保
な
ど
職
場
の
健
康
保
険

の
加
入
者
が
世
帯

主
の
場
合
、

届
出
を
し
て

認
め
ら
れ
る
と
、

国
保
の
被
保
険

者
を
国
保
に

お
け
る
世
帯

主
に
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す

。

戸
別
受
信
機
の
チ
ェ
ッ
ク
は

お
済
で
す
か
っ

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ

て
来
る
と
い
わ
れ
ま
す

。

本
格

的
な
台
風
シ
ー

ズ
ン
を
前
に
、

万
が

一
の
際
の
災

害
に
対
す
る

備
え
は
お
済
で
す
か

。

あ
な
た
の
家
で
現
在

コ
ン
セ

ン
ト
に

差
し
込
ん
で
使
用
し
て

い
る
戸
別
受
信
機
は
、
災
害
な

ど
の
停
電
時
に
は
自
動
的
に

電

池
に
切
り
替
り
ま
す

。

電
源
ラ

ン
プ
が
赤
く
点
滅
し
た
り
、
放

送
後
に
ア
ラ
ー
ム
音
が
出
る
の

は
、
電
池
が
消
耗
し
て
い
る
サ

イ
ン
で
す
。
早
急
に
電
池
(
単

2

電
池
4

個
)
を
交
換
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、

電
源
ラ
ン
プ

が
緑
色
(
正
常
)
で
も
年

一
回

は
、
必
ず
新
し
い

電
池
と
交
換

を
お
願
い
し
ま
す

。

も
し
、
乾

電
池
の
液
が
漏
れ

た
と
き
に
は
、

電
池
ケ
l

ス
に

つ
い
た
液
を
よ

く
ふ
き
と

っ

て

か
ら
、
新
し
い

電
池
を
入
れ
て

く
だ
さ
い

。

万

一
、
液
が
体
に

つ
い
た
場
合
は
水
で
よ
く
洗
い

流
し
て
く
だ
さ
い

。

F ・圃圃・園田・圃園田園田園・圃圃・・圃圃圃園田圃圃圃・圃・圃・・

最十字募金 急増中1
インター~''1トぬ商晶取引ト弓τIL
••• ••••• ••••• •• • ••••• 
インターネット利用者の増加に伴い、イン

ターネット関連の消費者トラブルも急増して

います。インターネットは利点と問題点をよ
く分力、った上で使用しましょう。

1 .信頼できる事業者かそうでないかの識別が
重要。

2 . オークション利用は、確実な商昂引き渡し、

代金決済を考える。

3. 国際間取引は、オンラインマークの育無に

気を付ける。

4 . 不可解なメッセージをクリックしてはなら

ない。

5. インターネットの便乗商法に注意が必要。

赤十亨募金へのご協
力ありがとうございま
した。
皆様からご協力いた
だいておりました赤十
宰募金は、次のとおり
集まりました。
格別のご尽力を賜り
ました区長 、 婦人会本
部役員、班長の皆様に感謝を申し上げます。

感謝

+ 
"iZl此 15$p l.lt

日本赤十字社川内分区 社費募金報告
総額 1，653， 110円
(内訳)一般社費 1 ，425 ， 110円

法人社費 228，000円

※集まった募金は、日本赤十写社愛媛県麦部へ
送金いたしました。

』ー四ーーーーーーー四ーーーー_.J

ムX
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
す
ご
い
!

中
川
ひ
ろ
た
か

著
(童
心
社
)

交
い
の
ち
は
見
え
る
よ

及
川
和

男
著

(岩
崎
書
店

)

ai主Hi 滋~魯

1 場1

会
ド
ン
グ
リ
山
の
や
ま
ん
ば
さ
ん

安
富
陽
子
著

(理
論
社

)

女
ダ
ン
ゴ
ム
シ

今
森
光
彦

著
(ア
リ
ス
総
)

会
そ
し
て
力
工
ル
は
と
ぷ
!

鹿
瀬
寿
子
著

(国
土
社

)
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この回収 ・ リサイクルは、 資源育効促進法によって行われます。 なお事業系パソコンについ
ては、 すでに平成13年4月から事業者による回収リサイクルが行われています。

イ
一

デ
ノ

①指定回収場所へのユ

.平成 15年 10月以降に販売されるパソコン
排出時にユーザーがリサイクル料金を負担することなく、メー力一等が使用済みパソコンを引き取
ります。
.平成 15年 10月までに販売されるパソコン
リサイクルに関する費用負担が行われていないため、 排出時に消費者が料金を負担します。

※ 10月からパソコンを粗大ごみで出せなくなります。 詳細が決まりましたら広報でお知らせします。

女
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
実
る
こ
ろ

ド

ロ
シ
l

・
ロl
ズ

著
(分
研
出
版

)

女
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
桜
の
木

ア
ン
ジ
エ
ラ
・
ナ
ネ
ッ
テ
ィ
著

(小
時
書
店
)

カ
ハ
ン
ナ
の
か
ぱ
ん

カ
レ
ン
・
レ
ピ
ン
著

(ポ
プ
ラ
社
)

女
水
底
の
棺

中
川
な
を
み

著
(く
も
ん
出
版
)

女
ホ
ワ
イ
ト
・
ピ
l

ク
・
フ
ァ
ー
ム

パリ
l

・
ド

ハ1
テ
ィ
務
(あ
す
な
ろ
諮
房
)

363kf二tJP\弓
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0 福祉館か局 0 処
福祉館では下記事業や講座を定期的に行っ

ています。 各種相談事業日には愛媛県人権対
策協議会の各種相談員連絡協議会より相談員
が来館 して皆さんからの相談をお受けしてい
ます。 お気軽にお越しください。
※詳し く は福祉館までお問い合わせ下さい。
CTeI966-3306) 

日 f'ﾏ 事 名 開催時間

11 日 (月 ) 行政相談 午後1 時~4時

1 2日 (火) 健康体操 午後7時30分~

1 4日 (木) 父流学習会(力フオケ教室) 午後7時30分~

26日 (火) 健康体操 午後7時30分~

27日 (水) 各種相談事業 午後 1 時~3時

29日 (金) 人権問題懇談会 午後7時30分~

0 子育τ支援台ンターか局 0
・Z雷雲宣4暗号・ ι『骨ふ

(( • _ö' ・1
日 時 8月23日 (土) \.._-_jJ ‘ 

午前9時30分~ 1 1 時 グヤ~\，;7~ミ\〓
(受付 9時~9時30分) lff事官~)、
川内保育園 、叫.J!!I..，JIIV v 

. プールで遊ぼう。水、シャボン玉、砂遊びなど

. タオル、水着、 ゴムぞうり 、水筒、
着替え、帽吾など

※お母さん方も水遊びのできる服装でご参加下さい。

-f.:;聖~ô&'!'馬場・ (今年度から週2固の開催になりました。 )

保育園の園庭を開放しています。
園児と一緒に親吾で砂場や固定遊具、 おもちゃなどで
遊びませんか?
遊びの後は紙芝居や絵本の読み聞かせ、 手遊び、井戸端
会議なども行っています。
毎週金曜日 時間午前9時~ 1 1 時

場所川内保育園園庭

(雨天時は健康センタ の「ことばの教室jで行います。 )

毎週火曜日 時間午前9時~ 11 時
場 所 福祉館

場 所
内容
持参昂

※予定であり、変更になる場合があります。

長・f庫;:.三週

三子青ての悩みや不安なことなどの相談をお受けしてい
ます。お気軽にお電話ください。 CTe l 966-2080) 

女
ド
ッ
グ
・
シ
ェ
ル
タ
l

今
西

乃
子

著
(金
の
星
社

)

大
工
ミ
リ
ー
へ
の
手
紙

キ
ヤ
ム
ロ
ン
・
ラ
イ
ト

者

(日
本
放
送
出
版
協
会
)

エミリーへの手紙
.，“.. lo<- .)u.... ...幽・凶

女
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
l

ン

河
島

弘
美

苦
(岩
波
書
店
)

大
難
民
少
年

ベ
ン
ジ
ャ
ミ

ン
・
ゼフ
ア

ニ
ア
著

(講
談
社
)
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2件トe

品

6月29日、満60歳を祝う川内町還暦式が中央公民
館で開催されました。 記念式典や講演会のあとには
記念撮影や会食が行われ、参加者達は久しぶりの再
会を喜び、 人生の節目を祝いあいました。

a血 町内一斉美化清掃 a臨 :
ミ(株:11富山ijill四国:

6月28日 、 姉妹町である木次町からPTAの関係者
: 22名が来町し 、 日|内町のPTAと交流を深めました。
: 意見交換会では、掌校をめぐる様々な問題について
: 盛んに話し合われました。

7月 13日 、 町内全域で一斉の美化清掃が行われま ・
した。 朝早くから大人から菩どもまで参加して、ご ・ .-

号fszrE25252アれ、 あたりは見違えるよ ; 西谷小学校でしいたけ作り 予

7月7日の七夕の目 、 川上幼稚園で七夕集会が聞か・
れました。 園児達は、 笹の葉に思い思いの願い事を ・
書き入れ、 七夕飾りの前で記念撮影をしました。

川内町還暦式

木
次
町
P
T
A

交
流

川
上
幼
稚
園
で
七
夕
集
会 6月20日 、 西省小学校でが恒例のしいたけ作りが

行われました。 この日の作業は "ほだおこし"と
いって 、 しいたけ薗を植え付けた木の風通しょく
するためのもので、 ミ子ども達は 、 力を合わせて作
業に取組んでいました。
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公民館交流バレーボール大会 川内町建設業協会が
寄付金を贈呈!

7月6目、恒例となった公民館交流バレーボール大

会が川内体育センター他で行われ、信ゲームを繰り ・
広げました。 白熱した大会の結果は次のとおりですo : 7月9目、役場町長室において、川内町建設業組合

1 部男芽 優勝南方東部準優勝町東部 : より川内町社会福祉協議会へ何かに役立ててほしい
2部男吾 優勝北方東部準優勝則之内東 : と善意の寄付金が寄せられました。
1 部女吾 優勝南方東部準優勝横灘団地 ・. . 

2部女吾 優勝北方東部準優勝南方東部

~ - ~ - ~ - ~ - ~ - ~ - ~ - ~ - ~ - ~ - ~ - ~ - ~ .:. ・ .:. ・ ・・ ・ ・・ + ・・ ・ ・・ ・ .:.+ .:. + .:. + .:. ・ ó + ó + ó + ó + ó + ó + ó + ó + ó + ó + ó + ó + ó.. ~ ... ~ ... ~ ... ~ ... ~ ... ~ .... ... ~ .... .... .... .... ... ~ ... ~ ... . ... ~ ... ~ .. -- E ・:・、~ I
• + 

.!.I .. 圃圃圃圃圃圃園田園田園圃圃・・E・E・・E・.. I .~・... . 
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全国小学生バドミントンクラブ
愛媛県予選大会

Iみんなのひろばj に耳寄りな情報をお寄せください。

- 砂 ・ 砂 ・ 砂 ・ 砂 ・ 砂 ・ 砂 ・ 砂 ・ 惨 ・ 砂 ・ 砂

6 月 14日、松山市でペブシカ ップ第23回全日本
バレーボール小学生大会愛媛県大会が行われ、東谷
スポーツ少年団バレーボール部が日大会で準優勝と
いう快挙を成し遂げました。

6 月 8 日、西条市で行われた第 4 回全国小学生
A8Cバドミントン大会愛媛県予選大会に川| 内ジ、ユ
二アバドミントンクラブかう 4 選手が参加し、渡部
克栄君、渡部朔大君の 2 名がみごと優勝しました。
2 人は 、 8 月 22 日かう石川県美川町で開催される
全国大会へ出場します。

川
内
吟
社
七
月
例
会
報

圭

住
み
古
り
し

里
は
棚
な
す
青
田
か
な

池
}II 

夏
書
す
や
墨
の
走
り
の
朝
し
じ
ま

小
倉

態
滴
夏
書
の
中
に
聴
き
に
け
り

仏
壇
に
父
の
夏
書
の
遺
し
あ
り

渡
部

矢
野

心
願
を
も
ち
て
ひ
た
す

ら
夏
書
か
な

近
藤

肩
凝
り
へ
蛭
の

一
役
あ
り

に
け
り

4南

ど
う

見
て
も

吾
を

見
て
を
り

立
葵

池
} 11 

隈
想
を
終
へ
て

一
気
の
夏
書
か
な

高
瀬

夏
書
て
ふ
無
口
な

父
の
遺
墨
か
な

矢
野

般
若
心
経
唱
へ
て

夏
書
始
め
け
り

菅
野

織
れ
も
つ
漠

一
日
の

夏
書
か
な

熊
田
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砂 ・ 惨 ・ 砂 ・ 砂 ・ 砂 ・ 砂 ・ 砂 ・ 惨 ・ 砂 ・ 砂 ・ ・ー ・ 砂

口
r� 

LJ 

満 1 歳おめでとうのコーナーでは、9月壬まれ
の満 1 歳児を募集します。8月5日までに役場
総務課広報係 (fi9 66-2222 E - m a i l:
oum@town.1くawauch i. ehime.jp) まで写翼
とコメン 卜をお寄せください。

1111 :'1 1 賜入2から 1 l' 1 
先日の花いっぱいフォーラムでは、 お疲

れ様でした。 本当に大勢の方にお集りいた
だいて「短い時閣で、こんなにきれいな花
壇になった。 J と感謝、感謝でした。
車引きのあとは中央公民館で、 7名のご来

賓をお迎えして、 川内町交通安全母の会(婦
人会)が全国会長表彰を受質した祝員の宴を
催しました。 また 、 その席で女性収入役・
越智;京吾さんの誕生を祝して、花束を贈呈
することもできました。 町内の皆さんが笑
顔で豊かな毎日になるよう 、 私達の活動を
続けていきましょう。

冷
た
い
夏

今
年
の
梅
雨
は
雨
に
も
恵
ま
れ
、
松
山
地

方
の
慢
性
的
な
水
不
足
も
解
消
さ
れ
た
よ
う

で
す
。

梅
雨
明
け
を
迎
え
、
今
年
は
ど
の
よ

う
な
夏
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か

。

と
い
う
わ

け
で
、

今
月
は
、
昭
和
日
年
の
9

月
号
の
表

紙
の
写
真
で
す
。

こ
の
年
の
夏
は
、
長
雨
、
低
温
、
日
照
不

足
で
8

月
の
晴

天
は
わ
ず
か
7

日
だ
っ
た
と

か
:
・
こ
の
異
常
気
象
は
海
水
浴
や
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
な
ど
に
影
響
を
与
え
、
稲
作
な
ど
農
作

物
へ
の
被
害
も
も
た
ら

し

た
よ
う
で
す

。

や

は
り
夏
は
、
思
い
切
り
汗
を
か
き
、
ビ
ー
ル

や
か
き
氷
や
ス
イ
カ
、
そ

し
て
ぎ

ら
ぎ
ら
と

照
り
つ
け
る

"
太
陽
が
い
っ
ぱ
い
“
の
季
節

で
あ
り
た
い
も
の
で
す

。

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
一
報
を
!

川
柳
も
づ
く
吟
社
七
月
例
会
報

喜
撰
亭

岡
本

武
士

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

等
と
親
子
の
水
臭
い

藤
原

玲
子

学
芸
会
親
へ
ピ
l

ス
を
す
る
余
裕

篠
森
美
登
里

向
日
葵
は
暑
い
日

差
し
へ
笑
顔
向
け

大
島

木
戸
銭
は
要
ら
ぬ
見
せ
た
い
素
人
芸

水
着
姿
プ
ロ
ポ
ー

シ
ョ
ン
の
見
本
市

松
岡

義
国

イ
ル
カ
シ
ョ
l

暑
さ
忘
れ
る
水
し
ぶ
き

佐
々
木
胡
舟

水
張
る
と
蛙
の
学
校
始
業
式

0いもたき前夜祭
日時 8月 1 日(主) 19 : 00~ 

O人権・同和教育フヱスティパル
日時 8月 10日(日) 9 : 00~ 

第2回桜掌級
講演塩男志満寺先生

O会員研修旅行(高知行き)
日時 8月 10日(巴) 14 : 00~ 

申央公民館集合
O川内町霊祭り
日時 8月23日(土) 18 : 00~ 
踊り連は20時から始まります。

OEM廃油石鹸作り・講習
日時 8月31 日(日) 9 : 00~ 
場所健康センター駐車場
新しいEM投入の方法です。大勢のご参加
をお待ちしています。

08月ボカシ作り
日時 8月31 日(日)
場所申央公民館
米のとぎ汁をお持ちください。

19 :30~ 

高
岡

紫

じ
り
じ
り
と
汗
が
穆
ん
で
来
る
お
灸

深
舟

平
岡

一
時
は
暑
さ
忘
れ
て
遠
花
火

高
瀬
喜
撰
亭

日
時

九
月
六
日

ω

場
所

中
央
公
民
館

宿
題

塩
勝
つ
コ
ッ
プ

O
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

午
後
七
時
よ
り

選実
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インフォメーション

圃圃-

税
の
ま
ん
が
募
集

高
松
国
税
局
及
び
松
山
税
務

署
で
は
、
「
税
金
」
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
こ
う
と
「
税
の
ま
ん

が
」
を
募
集
し
て
い
ま
す

。

税
金
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ

ば
何
で
も
結
構
で
す

。

自
分
が

日
頃
税
金
に
つ
い
て
思
っ
て
い

る
こ
と
、
感
じ
て
い
る
乙
と
を

ま
ん
が
で
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か。

な
お
、
入
賞
作
品
等
は
、
日

月
日
日
附
か
ら
同
日ωま
で
、

イ
オ
ン
高
知
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ

ー
(
高
知
市
)
で
開
催
さ
れ

る
「
第
七
回
全
固
ま
ん
が
税
金

展
」
に
展
示
し
ま
す

。

-
応
募
資
格

個
人
、
グ
ル
ー
プ
を
問
わ
ず

誰
で
も
応
募
で
き
ま
す

。

-
締
切
日

9

月
刊
日
制

郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

.
募
集
区
分

「
一
般
」
「
高
校
生
」
「
中
学
生
」

-
「
小
学
生
以
下
」
の
四
部
門

.
表
現
方
法

B
4

サ
イ
ズ

(
3
6
4
m
×
2
5

7
m
)片
面
使
用
の
平
面
作
品

一
作
品
に
つ
き
用
紙

一
枚

-
審
査
委
員

は
ら
た
い
ら
先
生

・

ゃ
な
せ

た
か
し
先
生
ほ
か

-
表
彰
・
副
賞

大
賞
(
全
部
門
か
ら

一
レ
県
)

:
・

パ
ソ
コ
ン

最
優
秀
賞

・

審
査
委
員
特

別

賞
・

優
秀
賞
及
び
入
選
に
つ

い
て
は
、
各
部
門
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
選
ば
れ
、
副
賞
を
贈
呈

し
ま
す
0

.
応
募
方
法

作
品
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、

職
業
、
勤
務
先
(
学
校
名
)
、
年

齢
(
学
年
)
、
作
品
の
題
目
を
記

載
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
0

.
注
意
事
項

応
募
作
品
の
著
作
権
そ
の
他

一
切
の
権
利
は

主
催
者
(
高

松
国
税
局
)
に
帰
属
し
ま
す

。

応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま

せ
ん
。

-
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

圃
ご
み
ゼ
ロ
・
リ
サ
イ
ク
ル
園

周

促
進
ポ
ス
タ
ー
募
集

圃

「
ご
み
ゼ
ロ
型
社
会
」
の
実

一

現
を
目
指
し
て
啓
発
用
の
ポ
ス

タ

ー
を

募
集
し
ま
す

0

・
主
催

環
境
省
及
び
ご
み
ゼ
ロ
パ
ー

ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
会
議

-
募
集
区
分

小
学
生
低
学
年
の
部

小
学
生
高
学
年
の
部

中
学
生
の
部

-
応
募
規
格

四
つ
切
画
用
紙
ま
た
は
B
3

版

• • 2 役 問 9 締
9 場 い 月 切
6 健 合 5 日
6 康 わ 日
l セ せ (金)
/ " >

1 タ 応
ヲ 1 募
i 先

一回
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
|
ク
四
国
一

8

月
の
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

の
行
事
と
し
て
「
四
国
の
道
」

に
つ
い
て
沿
線
の
皆
さ
ん
と
清

掃
を

一
緒
に
行
っ
て
い
た
だ
き

快
適
な
四
国
の
道
州
つ
く
り
を
進

め
る
も
の
で
す

。

①
自
由
コ
1

ス
(
あ
な
た
の
近
く

の
潜
血
)

②
モ
デ
ル
コ
l

ス
(
中
予
・

松
山

上
周
辺
コ
l

ス
)

を
設
定
し
て
い
ま
す
の
で
ど
ち

ら
か
選
ん
で
あ
な
た
も
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か

。

-
実
施
日

8

月
8

日
金

6

時
か
ら
約
1

時
間

・
問
い
合
わ
せ
先

間
ク
リ
ー

ン
ウ
ォ

l

ク
四
国

事
務
局

2
0
8
7
(
8
1
5
)
1
6
9
1
 

圃
人
権
擁
護
委
員
に

圃

園

田
中
克
彦
さ
ん

圃

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん

の
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
に
起
こ

る
様
々
な
問
題
、
い
じ
め

・

体

罰
な
ど
の
子
ど
も
の
問
題

、
同

和
問
題
、
女
性
の
問
題
、
外
国

人
の
問
題
、
家
庭
内
や
近
隣
聞

の
も
め
ご
と
等
、
悩
み
ご
と
の

相
談
に
応
じ
て
く
れ
ま
す

。

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
相
談
は
無

料
で
、
む
ず
か
し
い
手
続
き
も

い
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
御
相

談
く
だ
さ
い
。

7

月
1

日
付
け
で
法
務
大
臣

か
ら
次
の
方
が
人
権
擁
護
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

田
中
克
彦
(
上
之
町
)

2
9
6
6
1
4
6
3
0
 

(
敬
称
略
)

圃
民
生
児
童
委
員
に

圃

圃

宇
和
川
由
貴
子
さ
ん

圃

民
生
児
童
委
員
は
皆
さ
ん
の

生
活
の
相
談
に
幅
広
く
応
じ
ま

す
。悩

み
ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど

が
あ
る
方
は
、
担
当
の
民
生
児

童
委
員

・

主
任
児
童
委
員
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

。
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G formation 

6

月
1

日
付
け
で
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
、
次
の
方
が
民
生
児

童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

。

宇
和
川

由
貴
子

(宮
東
)

2
9
6
6
1
3
2
9
1
 

(
敬
称
略
)

宮
西

・

上
之

担
当

地
区
は
、

町
・

宮
東
で
す
。

演
田

芳
美
委
員

は
、
5

月

別
日
付
け
を
も
っ
て
退
任
さ
れ

土
品
l
u
h
~
。

圃
い
じ
め
・
な
や
み
等
の

圃

園

教
育
相
談

圃

-
日
時毎週

火
曜
日

8

時
初
分
l

口
時

・
場
所

川
内
町
中
央
公
民
館

教
育
相
談
室

-
内
容

い
じ
め
・
不

登
校

・

学
業
不

平成15年慮
松山地区広域市町村園協議会講演会

日

〈会〉

工玉

i昔

定

料

2 
階Tel 966-2201 企画調整課川内町役場聞い合わせ先

振
等
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ

い
て
本
人
ま
た
は
保
護
者

・

関
係
者
か
ら
の
相
談

-
相
談
員

教
職
経
験
豊
か
な
教
育
相
談

一

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す

。

(
無
一

料
・
秘
密
厳
守
)

一ピ
力
イ
チ
歯
の
健
康
相
談一

虫
歯
の
な
い
、

美
し
い
歯
並

び
の
大
人
に
な
る
た
め
に
は
乳

幼
児
の
頃
か
ら
ケ
ア
が
必
要
で

す
。

乳
幼
児

(
1歳
前
i
6

歳
)
を

対
象
に
、
ピ
カ
ピ
カ
の
よ
い
閣

を
め
ざ
し
て
、
閣
の
健

康
相
談

を

実
施
し
て
い
ま
す

。

お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

-
日
時

原
則
と
し
て
毎
月
ゲ
ボJ
水
曜
日

日
時
j
(予
約
制
)

-
場
所

愛
媛
県
松
山
中
央
保
健
所

・
内
容

歯
科
健
診
、
歯
み
が
き
指
導

、

む
し
歯
予
防
処

置

(
フ
ッ
素

塗
布
)
、
生
活
相
談
、
栄

養

日
口
火
日

ふ
ふ1
-
za

-
ス
タ
ッ
フ

歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
、

保
健
師
、
栄
養
士

・
問
い
合
わ
せ

・

申
し
込
み
先

詳
細
に
つ
い
て
は
、

次
の
と

こ
ろ
ま
で

。

松
山
市
北
持
田
町

1
3
2

愛
媛
県
松
山
中
央
保
健
所

健
康
増
進
課

母
子
老
成
人
保
健
係

官
9
4
1

1

1
1
1
1内

線
2
6
2

ごみの収集日
清掃センター ft 966-4989 

。月
・もえるとみ

収集曜日 収 集 I由 域 収集変更日又は収集休止日

月木
東谷・西谷 土谷

変更なし
滑川 ・奥松瀬川

毎
北方東北方西 8月 15日(金)は

火*
南方東南方西 8月 16日(こと)に変更

週

水土
町西 ・ 町東

変更なし
横灘団地・前松瀬川 |

。月 の当醤医 ( 診療時間 )
午前9時~午後5時 j

日 当番医 住 所 電話

3 日(日曜日) 国立療隻所愛媛病院 重信町横河原 964-2411 

10日 (日曜日) 愛媛十全医療掌院附属病院 川内町南方 966-5011 

17日 (日曜日) 中 )11 病 院 松山市南梅本町 976-7811 

24日(日曜日) 白岡整形外科 川内町 北方 960-6555 

31 日(日曜日) 西 キす 内 科 重信町 志津川 964-2461 

時
8月28日 (木)
1 3 : 30~ 1 5: 00 (1 3 ・ 00開場)
場
砥部町文化会館
ふれあいホール
伊予郡砥部町宮内 1 4 1 0
Te1962-7250 
師
マリ ・ ク リスティーヌさん

テーマ
喜らしと街づくりを考える
員
800名
(満員の場合は入場をお断り
する場合があります。 )

受講料
無

.もえないごみ ・有資源

収集 i目減 ベトッレイトボ頭ト車ルブ 廃プフス ガラス空ビン頭 育資源 空き缶類

ラスチ ッ ヲ類 チッヲ類 及び蛍光灯盟 箆電，由類

東谷西谷ーエ谷
8/4 (月) 8 /1 8 (月) 8/11 (月)

滑川奥松瀬川
8 /1 8 (月) 8 /2 5 (月)

北方東北方西
8 / 5 (火) 8 ハ 9 (火) 8 / 12 (火)

南方東 ・南方西 8 ハ 9 (火) 8 /26 (火)

町西町東
8/6 (水) 8 /20 (水) 8 / 13 (水) 8 /20 (水)

横灘旬t目前松瀬川
8 /27 (水)

@ 広報かわうち 7.25 . 2003



報
…揃

情
…m

康
不

健
…舵

月
一健

•.• • • • • • • :( E店主~i市iI: .1' , , , , . . 

: ・健康相談・栄養相談

血圧測定、尿横査を行っています。健康に関する

ことはお気軽にご相談ください。

日時毎週水曜日午前9時~12時

場所健康センター 1階運動指導室

000制調拘000
< 梅雨どきの疲れ >l
吾夏秋冬、四季のある日本では、その季節ごと

に多くなる病気があります。冬は、風邪(インフ

ル工ンザ)、蓄は花粉症、霊は食中毒、熱中症、虫

さされ、結膜炎、秋は、夏の延長と花粉症という

ように目立って多くなります。 この梅雨時の湿

度の多い時期に皆さんはいかがお過ごしでしょ

うか。毎日がなんとなくだるい、しんどいと感じ
ていられる方がたくさんいらっしゃるのではな

いでしょうか。 私の診療所にも6月に入ってそ
ういう訴えの方が多いように思えます。

テレビ、新聞等で体にいい食べ物、運動等いろ
いろな情報を耳仁、また自にしますが、体をなん

となく楽にするのがビタミン剤です。その中で

もビタミン 81 、 82 、 86の3種類を摂取すると

体が楽に感じます。この薬は、医療機関でも薬局
でもありますので、 1~2週間試しに飲まれてみ

るのもいいかもしれません。少しは遣いを感じ
ると思います。ただこれを元気な方が飲まれても、
あまり効果はありません。慢性的に疲れを感じ
ている万には、効果大だと思います。睡眠を充分

にとり 、 こういうものを試してみても変化のな

い方は医療機関の受診をお劃めします。 という
のも 、私もつい最近、精神科・ I~\療内科の先生の
講義を受ける機会があり、なんとなく自分にも

当てはまるものがあるなあと思って翼剣に聞い
てしまった病気が「うつ病jでした。症状は、疲れ
やすい、眠れない、食欲がない、頭が重い、集中で
きない、 おっくう、取越し苦労 、人を避ける等の

ものです。 自分で少しでも思い当たる方は、一度
は、 I~\療内科・精神科の受診を考えてみてはいか

がでしょう 。すっきりするか

もしれません。

: ・こころの健康相談

精神的に不安定な方、痴呆等の相談をお受けし

ています。

日時 8月8日(金)午後 1 時30分~3時30分

場所健康センター及び家庭訪問

(注) 予約制ですので、事前に保健師までご連絡く

ださい。 . . 
・・. . . . . . . . 

.•••••••••••••• • • • • • • • • • • • • • • • • 

川内町役場

三浦精機(株)

-・・・・・. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

敬之先生

..u直孟高孟』
: ・いきいき健康講座

「生活習慣病と劃脈硬化J

日時 8月 1 日(金)午後 1 時30分~3時

場所健康センター

講師国立療養所愛媛病院循環器科

大谷

8月22日(金)

午前9時30分~12時

午後 1 時30分~4 時

且孟i!JI・E山且E
時日

. . . . 

. . . . 

幽融轍掛樋編輯"-•••••• 
第 1 ・ 3月曜日

健康センター

印鑑、 登録をしている犬は、鑑札、狂犬病

予防注射済票

合不幸な犬をつくらないためにも、繁殖を希望し

ない場合は不妊、去勢手術に努めましょう。

す散歩の際の勺3"\ん"などは貫任をもって始末しま

しょう。

午前8時30分"'9時日時

受付

持参晶

-. 

明彦

広報かわうち 7 . 25 . 2003 ~ 

藤本内科医師

. . . . . . . . . . . . . . . . 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・.



。麿芳汐サ?与(+ 12人)
(十 5人)
(+ 7人)
(+ 13戸)

(7月 1 日現在)

11 ， 363人
5 ，423人
5 ， 940人
4 ， 064戸

~説副主.

口
数男
女
帯

人
世

:1-~~~J)lII.I民主BI :J . . . 

・ 3歳児健康診査
日時 8月21 日(木)受付

場所健康センター 2階

対象児 平成 11 年 12月、平成 12年 1 月、 2月生まれの幼児

内容身体計測、問診、貧血検査、小児科診察、

歯科診察、健康相談(栄養・歯科)

午後 1 時~2時名前

千香
わ b

和 霞

凌治
ゆい

結唯

(6月受付分・敬称略)

5.29 

6. 1 

!1.@)1価証主

-育児相談
日時 8月28日(木)受付

場所健康センター 1 階

対象児平成14年9月、 10月、平成 15年4円、 5月壬まれ

の乳幼児(壬後6 、 7 力月児、 13 、 14力月児)

身体計測、発達チェック、小児科診察保健指導、

栄養指導

母ラ健康手帳、アンケ一卜(事前に送付します)

午前9時~1 0時

つぐみ
.t\、か

愛佳
ま りん

策鈴

ほのか
しゅう

柊

6.12 

6.15 

6.15 

6.18 

6.20 

#唱

白内

持参晶

-乳児健診

日時 8月28日(木)受付

場所健康センター 1 階

対象児平成14年9月、 10月、平成 15年4月、 5月生まれ

の乳児(生後3、 4力月児、 10 、 11 力月兜)

身体計測、発達チェック、小児科診察、保健指導、

栄養指導

母吾健康手帳、アンケ一卜(事前に送付します)

午後 1 時~2時

'*' 官内

.ごめい福をお祈りいたします
住 所氏 名年齢死亡月日世帯主

北八幡高市 力 30 6. 3 高市栄治

惣田谷下野中正男 76 6. 6 野中正男
上海上樋口綱義 90 6. 7 樋口綱義

市 場 伊原英隆 22 6. 7 伊原寛龍

市 場田井武志 69 6.10 回井武志

土 砂渡部キクヨ 88 6.21 渡部キクヨ

下之町篠森ヨシミ 82 6.23 篠森徳太郎

原 沖菅野ツトム 85 6.23 菅野清志

北八幡 和泉元アサ子 78 6.24 和泉元アサ子
崩 里和田ウメヨ 89 6.24 和田言十之

森 友近サツキ 82 6.29 友近サツキ

6.23 

持参晶

-乳幼児相談

日時毎週水曜日午前9時~12時

場所健康センター 1 階

. 内容身体計測、個別相談

持参晶母吾健康手帳

(7月 10日現在・交通事故状況)

昨年比
+52 
+ 7 
十25

本年
849 
13 
1001 

~詰醤E

目 時 対象児と注意事頂

6力月~7歳6力月の者。

日本脳炎
8月 8 日(金) ※標準的には、 3歳で2回 、 4歳で 1
午後2時~3時 回の計3回受ける必要があり

ます。

三種混合
8月20日(水) 3※力百方リ目ア日は~)阪二在7種に畳歳力連付、6でか合刀申っ(月破したの傷出こ風音てと下。のジさあフいテ. る午後2時~3時

麻 疹
8月29日(金)

1 歳~7歳6力月の胡児
午後2時~3時

EE同~-"':Wl ~重E

~也溢主ヨ.
7 月 14 日、川上小学校で木造

校舎のお別れ集会が聞かれまし
た。 この木造校舎は昭和27年10
月に建築され、それ以来、数多
くの児童達がこの学び舎を巣立
っていきました。 式では、校舎
への思い出やお別れの歌などが
次々と披露され、みんなの思い
出のいっぱいつまった校舎との

a 別れを惜しみました。

。お誕生おめでとうございます
住所 保護者 生年月日

惣田谷下 波部健二郎 5.28 

永野谷本圭

斉院之木 和田 高広

森 佐伯博昭

宮東 高村裕二

森 小島研介

吉久 相原弘幸

宮東林達也

下 沖 北山 秀和

編 (欝1 後 [，置

川内町と重信町が合併して誕生する新市の名称が “東
温市"に決まりました。事務局には、 1 ヵ月余りの聞
に4 ，900件、1，1 50種類もの応募が寄せられたというと
とです。 新市の名称については、全国的にもいろいろ
議論され、波紋を呼んでいるところもあるようですが、
東温市の場合は無事に決定し、いよいよ合併に向け、
これからがラストスパートです。

健康センター 2階

母吾健康手帳、予防接種手帳、体温計

場所

持参品

@ 広報かわうち 7.25.2003



d
、

西
之
側
に
あ
る

三
代
田
・
小
松
川
四
作
の
碑

地
方
相
撲
の
遺
産

4
司

東
中
村
に
あ
る
初
代
小
松

川
良
右
衛
門
の
碑

4
司

森
に
あ
る
二
代
目
・
小
松

川
慶
蔵
の
碑

江戸の終わり頃から昭和の戦前

まで地方の健全育成にと っ て大き

な役割を果たしてきたものに相撲

があります。 今回のふるさと探検

隊は、地方相撲の貴重な記念{仰を

巡り、その足跡を探検しました。

その当時、相撲は大阪相撲と東

京相撲に 2 分されており 、愛媛県

は西の大阪相撲に属していました。

力士の中でも相撲の技に優れ、

人格者で見識の高い人は、頭取 と

して庶民から 尊敬されましたが、

その代表格が小松川です。 小松川

は初代が良右衛門、 二代目は慶蔵、

三代目は四作、四代目は満右衛門

と言われ、多くの人望を集めました。

それらの碑は、現在、東中村、森、

西之側、上砂にありますが、ほとん

どの碑が道路拡張などで今のとこ

ろへ移されています。

これらのほかにも、日露戦争で、

軍艦春日に搭乗レ海軍横綱といわ

れた春日山の引退記念碑が川上神

社の前に残されています。

ヨ町のHP ttp: 州やwn.kawauchi.ehime.jp 】


